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PMI によるプロジェクトマネジメント知識体系ガイド（PMBOK）は PM 人材教育の教材として使われている．PMBOK の

学習を支援するための補助電子教材の開発が望まれている．本発表では，PMBOK 第 5 版で新設されたステークホルダー

マネジメント知識エリアの枠組みを考慮しながら，PMBOK に記述されているマネジメント体系のつながり構造を反映し

た電子教材の開発について報告する． 
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1. はじめに 

プロジェクトマネジメント知識体系（PMBOK）は 4 年

ごとに改訂される．PMBOK 第1 版から第 4 版までは，

プロジェクトマネジメントのプロセスの枠組みを 5 つの

プロセス群と 9 つの知識エリアに区分し，版を重ねる

ごとにプロセスの拡充ならびに見直しが行われる．

2008 年にリリースされた第 4 版では 42 個のプロジェ

クトマネジメント（PM）プロセスについて，プロセスの 3
つの構成要素（インプット・ツールとスキル・アウトプッ

ト）が定義されるととともに，それぞれのプロセスを起

点にしたデータフローが併記された[1]．2012 年にリリ

ースされた PMBOK 第 5 版（日本語版は 2013 年度出

版予定）では，10 番目の知識エリアとしてプロジェク

ト・ステークホルダーマネジメント知識エリアが加わり，

5 つのプロセス群と 10 の知識エリアに拡張された[1]． 

また，第 4 版からそれぞれのプロセスに関するデー

タフローチャートが記されるようになった．著者はこれ

まで，このデータフローを基にして，プロジェクトマネ

ジメントプロセスのネットワーク構造を可視化できるこ

と，ならびに特定の PM 要素が PM プロセスの相互作

用に与える影響度や重要度を解析的に求めることが

可能であることを述べてきた[2]． 

プロジェクトマネジメント人材の教育では，この

PMBOK を標準教科書として用いることが多くなって

いる．しなしながら，PMBOK に記載されているプロジ

ェクトマネジメントプロセスの定義ならびに説明を読む

だけでは，マネジメントプロセスのダイナミックな相互

関係を読み取ることが容易ではない． 

そこで，本研究では，PMBOKのネットワーク分析を

基にした補助教材の開発に取り組む． 

 

2. ネットワーク分析による構造の可視化 

【プロセス】を起点する前後関係は，プロセスとデー

タフローをノードとリンクに対応させることによってネッ

トワークとして示すことができる[2]．PMBOK 第 4 版の

タイムマネジメント知識エリアを例にして，可視化した

例を示す． 

図 1 は，タイムマネジメント知識エリアにおける【アク

ティビティ資源見積もり】プロセスのデータフローダイ

ヤグラムである．個別のデータフローダイヤグラムで

は，そのプロセスを中心としてインプット（上流）側なら

びにアウトプット（下流）側のプロセスと授受するプロ

セスデータ（計画書，見積もり，更新情報など）が記述

されている． 

 

図 1【アクティビティ資源見積もり】データフロー 
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 これらのデータフローの前後関係をたどることによっ

て，プロセスの前後の相互依存性を探ることができる．

上流側と下流側の第 1 近接（プロセスと直接関係をも

っている前後のプロセス）だけでは，授受されるデー

タの起源（上流側）や影響を及ぼす範囲（下流側）を

見通すことができない．そこで，第 3 近接まで拡張し

たプロセス間相互作用を調べた結果を図 2 に示す． 

 

 
図 2 タイムマネジメント知識エリアを中心とする相互関係 

 

3. マネジメント経路の分析 

PMBOK 全体（42 個のプロセス）を配置して，

タイムマネジメント知識エリアとして記述されて

いるデータフローを描画すると，図 3 のようにな

る．図 3 から，これらのデータフローは支点なら

びに終点のいずれも完結しておらず，マネジメン

トのループ構造を描くには不十分である． 

 

図 3 第 1 近接までを考慮したデータフロー 

 
そこで，第 3 近接まで考慮したデータフローを

描いた結果を図 4 に示す．図 4 から，第 3 近接ま

で拡張することによってデータ並びにマネジメン

トのループ構造を視覚化できることが判る． 
PMBOK 第 5 版は第 4版と比較してマネジメン

ト知識エリアが拡張されたものの，基本的に同じ

手法でマネジメントプロセスの可視化が可能であ

る． 

 

図 4 第 3 近接まで考慮したデータフロー 

 

 これらの構造を容易に学習するための補助教材

は，これらのつながり関係を反映したリンク構造

を有する電子教材であることが望ましい． 
 

4. まとめ 

PMBOK 第 4 版のデータフローチャートに基づいて，

5 つのプロセス郡と 9 つの知識エリアに対応するプロ

セスフローを作成し，タイムマネジメント知識エリアに

おけるマネジメント経路の可視化を試みるとともに，マ

ネジメント経路を可視化する補助教材の要件を検討

した． 
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